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1.  平成25年5月期第1四半期の業績（平成24年6月1日～平成24年8月31日） 

（注）平成23年５月期第１四半期は、四半期連結財務諸表を作成し、四半期財務諸表を作成していないため、平成24年５月期第１四半期の対前年同四半期増
減率は記載しておりません。 

(2) 財政状態 

  

(1) 経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

25年5月期第1四半期 2,225 268.2 104 ― 64 ― 63 ―
24年5月期第1四半期 604 ― △52 ― △83 ― △83 ―

1株当たり四半期純利益
潜在株式調整後1株当たり四半期

純利益
円 銭 円 銭

25年5月期第1四半期 57.09 ―
24年5月期第1四半期 △316.09 ―

総資産 純資産 自己資本比率
百万円 百万円 ％

25年5月期第1四半期 6,796 434 6.4
24年5月期 8,180 371 4.5
（参考） 自己資本   25年5月期第1四半期  434百万円 24年5月期  371百万円

2.  配当の状況 

（注）直近に公表されている配当予想からの修正の有無  ：  無  
上記「配当の状況」は、普通株式に係る配当の状況です。当社が発行する普通株式と権利関係の異なる種類株式（非上場）の配当の状況については、後述の
「種類株式の配当の状況」をご覧ください。 

年間配当金
第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

24年5月期 ― 0.00 ― 0.00 0.00
25年5月期 ―
25年5月期（予想） 0.00 ― 0.00 0.00

3. 平成25年 5月期の業績予想（平成24年 6月 1日～平成25年 5月31日）  
（％表示は、通期は対前期、四半期は対前年同四半期増減率）

（注）直近に公表されている業績予想からの修正の有無  ：  有   

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
1株当たり当期

純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

第2四半期(累計) 2,450 28.7 88 △56.2 52 △65.1 50 △66.2 34.78
通期 7,833 159.1 288 13.9 111 △30.7 107 49.9 71.38



(1) 四半期財務諸表の作成に特有の会計処理の適用  ：  無  

(2) 会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示 

（注）「四半期財務諸表等の用語、様式及び作成方法に関する規則」第５条の４に該当するものであります。詳細は、添付資料Ｐ．３ 「２．サマリー情報（注記
事項）に関する事項（２）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示」をご覧ください。 

(3) 発行済株式数（普通株式） 

※  注記事項

① 会計基準等の改正に伴う会計方針の変更   ：  有
② ①以外の会計方針の変更   ：  無
③ 会計上の見積りの変更   ：  有
④ 修正再表示   ：  無

① 期末発行済株式数（自己株式を含む） 25年5月期1Q 978,807 株 24年5月期 941,907 株
② 期末自己株式数 25年5月期1Q ― 株 24年5月期 ― 株
③ 期中平均株式数（四半期累計） 25年5月期1Q 954,352 株 24年5月期1Q 421,925 株

※四半期レビュー手続の実施状況に関する表示 
この四半期決算短信は、金融商品取引法に基づく四半期レビュー手続の対象外であり、この四半期決算短信の開示時点において、四半期財務諸表に対する
レビュー手続が実施中です。 

※業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項 
（将来に関する記述等についてのご注意） 
本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判断する一定の前提に基づいており、その達
成を当社として約束する趣旨のものではありません。また、実際の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。業績予想の前提となる条件及び
業績予想のご利用にあたっての注意事項等については、添付資料Ｐ．２ 「１．当四半期決算に関する定性的情報（３）業績予想に関する定性的情報」をご覧くだ
さい。 



  普通株式と権利関係の異なる種類株式に係る１株当たり配当金の内訳は以下のとおりです。 

（注）直近に公表されている配当予想からの修正の有無：無  

  

種類株式の配当の状況

第１種優先株式 
年間配当金 

第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期 末 合 計 
  円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

24年５月期 － － － 0  00 0  00

25年５月期 －    

25年５月期（予想）  － － 0  00 0  00
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（１）経営成績に関する定性的情報 

当第１四半期累計期間におけるわが国経済は、これまでの内需の堅調さを背景とした持ち直しの動きが一服して

おります。内需については、復興関連需要を背景に公共投資が増加基調となっている他、企業収益の改善を背景に

設備投資も緩やかな増加基調を示すなど底堅い動きとなっております。一方、輸出や生産は、海外経済の減速基調

を受けて弱めの動きとなっています。 

当社が属する不動産業界においては、低金利政策を背景に先行指標となる新設住宅着工戸数が、前年を上回る水

準で推移している他、首都圏マンションの初月契約率は好不況の分かれ目となる70％を６ヶ月連続で上回る等、持

ち直しの動きが見られます。但し、所得・雇用環境は厳しい状況が続いている上、不動産業種に対する金融機関の

貸出態度も依然として厳しい状況にあることから、本格的な回復には一定の時間を要するものと思われます。 

このような状況の中、当社は新規物件の取得や保有物件の売却といった不動産販売事業及び不動産企画業務や販

売代理業務といった不動産業務受託事業を推進してまいりました。この結果、売上高は2,225百万円（前年同四半

期比268.2％増）、営業利益104百万円（前年同四半期は営業損失52百万円）、経常利益64百万円（前年同四半期は

経常損失83百万円）、四半期純利益63百万円（前年同四半期は四半期純損失83百万円）となりました。 

当第１四半期累計期間におけるセグメントの業績は、次のとおりであります。 

（不動産販売事業） 

不動産販売事業は、三浦プロジェクトや月島プロジェクトの一部及び上大岡プロジェクトの売却を実施いたしま

した。この結果、売上高は2,000百万円（前年同四半期比263.3％増）、セグメント利益は109百万円（同93.1％

増）となりました。 

（不動産業務受託事業） 

不動産業務受託事業は、ウィル・ヴェール東十条（東京都北区）やアイディーコート日本橋浜町（東京都中央

区）、エコヴィレッジ日本橋水天宮前（東京都中央区）において販売代理業務を行なうことにより販売代理手数料

を確保すると共に、横浜山下町プロジェクトでは不動産企画手数料を確保しました。この結果、売上高は174百万

円（同2,319.5％増）、セグメント利益は118百万円（同1,603.6％増）となりました。 

（賃貸事業） 

賃貸事業は、３物件から賃料収入を確保しております。売上高は50百万円（同8.0％増）、セグメント利益とし

ては25百万円（同4.5％減）となりました。 

  

（２）財政状態に関する定性的情報 

当第１四半期会計期間末における資産は、前事業年度末から1,384百万円減少し、6,796百万円となりました。負

債については、前事業年度末から1,448百万円減少し、6,361百万円となりました。また、純資産については、前事

業年度末から63百万円増加し、434百万円となりました。前事業年度末からの主な変動要因は、以下のとおりであ

ります。 

資産の減少の主な要因は、保有物件を売却したことにより、販売用不動産と仕掛販売用不動産が合計で1,459百

万円減少したことによるものであります。負債の減少の主な要因についても、保有物件の売却に伴って有利子負債

が1,272百万円減少したことによるものであります。また、純資産の増加の主な要因としては、四半期純利益を計

上したことによるものであります。 

   

（３）業績予想に関する定性的情報 

業績予想につきましては、平成24年７月13日付の「平成24年５月期 決算短信」で公表いたしました第２四半期

累計期間の業績予想に変更はありません。また、平成24年８月17日付の「新中期経営計画の策定に関するお知ら

せ」で公表いたしました通期の業績予想にも変更はありません。 

   

１．当四半期決算に関する定性的情報
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（１）四半期財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 

  該当事項はありません。 

   

（２）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示 

会計方針の変更   

（減価償却方法の変更） 

 当社は、法人税法の改正に伴い、当第１四半期会計期間より、平成24年６月１日以後に取得した有形固定資産

について、改正後の法人税法に基づく減価償却方法に変更しております。 

 これによる損益への影響は僅少であります。  

   

２．サマリー情報（注記事項）に関する事項
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３．四半期財務諸表 
（１）四半期貸借対照表 

（単位：百万円）

前事業年度 
(平成24年５月31日) 

当第１四半期会計期間 
(平成24年８月31日) 

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 375 440

受取手形及び売掛金 27 8

販売用不動産 536 299

仕掛販売用不動産 3,787 2,564

未成業務支出金 71 80

その他 26 45

貸倒引当金 △2 △0

流動資産合計 4,821 3,437

固定資産   

有形固定資産   

建物（純額） 898 899

土地 2,433 2,433

その他（純額） 3 3

有形固定資産合計 3,335 3,335

無形固定資産 0 0

投資その他の資産   

その他 24 23

貸倒引当金 △0 △0

投資その他の資産合計 23 22

固定資産合計 3,359 3,358

資産合計 8,180 6,796
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（単位：百万円）

前事業年度 
(平成24年５月31日) 

当第１四半期会計期間 
(平成24年８月31日) 

負債の部   

流動負債   

支払手形及び買掛金 515 382

短期借入金 2,604 1,729

1年内返済予定の長期借入金 1,130 405

未払法人税等 5 2

引当金 1 10

その他 295 249

流動負債合計 4,552 2,780

固定負債   

長期借入金 3,119 3,447

引当金 14 15

その他 122 118

固定負債合計 3,256 3,581

負債合計 7,809 6,361

純資産の部   

株主資本   

資本金 977 977

利益剰余金 △605 △542

株主資本合計 371 434

純資産合計 371 434

負債純資産合計 8,180 6,796
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（２）四半期損益計算書 
（第１四半期累計期間） 

（単位：百万円）

前第１四半期累計期間 
(自 平成23年６月１日 
 至 平成23年８月31日) 

当第１四半期累計期間 
(自 平成24年６月１日 
 至 平成24年８月31日) 

売上高 604 2,225

売上原価 518 1,972

売上総利益 86 252

販売費及び一般管理費 138 148

営業利益又は営業損失（△） △52 104

営業外収益   

受取利息 0 0

受取配当金 0 0

未払配当金除斥益 1 －

預り敷金償却益 － 7

その他 0 1

営業外収益合計 2 9

営業外費用   

支払利息 26 23

融資手数料 6 25

その他 0 0

営業外費用合計 32 49

経常利益又は経常損失（△） △83 64

税引前四半期純利益又は税引前四半期純損失（△） △83 64

法人税、住民税及び事業税 0 0

法人税等合計 0 0

四半期純利益又は四半期純損失（△） △83 63
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該当事項はありません。   

   

  該当事項はありません。 

   

（セグメント情報）  

Ⅰ 前第１四半期累計期間（自 平成23年６月１日 至 平成23年８月31日） 

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報  

（注）１．セグメント利益の調整額△143百万円は、各報告セグメントに配分していない全社費用でありま

す。全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない一般管理費であります。 

２．セグメント利益は、四半期損益計算書の営業損失（△）と調整を行っております。 

２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報  

 該当事項はありません。 

  

Ⅱ 当第１四半期累計期間（自 平成24年６月１日 至 平成24年８月31日） 

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報  

（注）１．セグメント利益の調整額△149百万円は、各報告セグメントに配分していない全社費用でありま

す。全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない一般管理費であります。 

２．セグメント利益は、四半期損益計算書の営業利益と調整を行っております。 

２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報  

 該当事項はありません。 

   

（３）継続企業の前提に関する注記

（４）株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記

（５）セグメント情報等

  （単位：百万円）

  

報告セグメント 

合計 
調整額 
（注）１ 

四半期 
損益計算書 
計上額 
（注）２ 

不動産販売事
業 

不動産業務受
託事業 

賃貸事業 

売上高             

外部顧客への売上

高 
 550  7  46  604  －  604

セグメント間の内
部売上高又は振替
高 

 －  －  －  －  －  －

計  550  7  46  604  －  604

セグメント利益  56  6  26  90  △143  △52

  （単位：百万円）

  

報告セグメント 

合計 
調整額 
（注）１ 

四半期 
損益計算書 
計上額 
（注）２ 

不動産販売事
業 

不動産業務受
託事業 

賃貸事業 

売上高             

外部顧客への売上

高 
 2,000  174  50  2,225  －  2,225

セグメント間の内
部売上高又は振替
高 

 －  －  －  －  －  －

計  2,000  174  50  2,225  －  2,225

セグメント利益  109  118  25  253  △149  104
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